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アルゴ戦略の分布と進化
アルゴ・ウィール と 標準アルゴ戦略の経時的な分布

Source: Virtu Analytics, Global Algo Peer Universe

• アルゴ・ウィール戦略の選択はISと
POVに戻りました。

• VWAPおよび流動性追求戦略の使用量
が明らかに減少しています。

• POVへの移行は主に米国でのアルゴ使
用パターンから促進されました。

• ISへの移行は主に米国とアジアによっ
て推進されました。

• 標準アルゴ（非アルゴウィール）戦略
の分布は、IS と流動性追求から、ク

ローズとダーク・ストラテジーへ移転
しました。

アルゴ戦略の選択 : 1Q 2022 – 2Q 2023

アルゴ戦略選択の変更 : 4Q 2019 – 2Q 2021

アルゴ全データ

アルゴウィール

アルゴウィール

アルゴ全データ

アルゴストラテジー選択

アルゴストラテジー選択の分布移転

POV

POV



3

アルゴ使用状況
国別の電子取引の傾向

Source: Virtu Analytics, Global Algo Peer Universe

• 日本の取引の3分の2近くはアルゴリズ
ムを介して取引されています。

• アジア太平洋地域が最も多く、英国や
カナダよりも高い。

• 日本におけるウィールの使用率は英国
やカナダと同程度ですが、香港やオー
ストラリアを大きく下回っています。

• 自動化を強化することにより、トレー
ダーがより高い MDV 注文に集中でき
る機会が多くなります。

アルゴ使用状況

ウィール使用状況

国別アルゴフロー

国別ウィール使用状況
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ブローカーの評価プロセス
Virtu Algo Wheel パフォーマンス測定から推奨されるベストプラク
ティス

ベンチマークおよびその他のパフォー
マンス基準を定義する

（例 完了率）

パフォーマンス階層を使用して、関連す
る注文グループ内のコスト調整されたパ
フォーマンスに基づいてブローカーを比
較します

最適な結果を得るためにブローカー
と分析を活用して四半期ごとにプロ
セスを反復します

アウトライヤーとフロー不十分のブ
ローカーの削除

（例 3ロットの注文）

2 四半期にわたって改善が見られない

場合は、ブローカー発注割合の変更ま
たはブローカーの削除を検討する

関連グループを定義する

（例 注文数量、時価総額、PM戦
略・ベンチマーク）

ブローカーレビューのスケジュールを設
定する

・パフォーマンスのギャップについて話
し合う

・取引スタイル/目的に基づいてアルゴリ
ズム設定と予想される動作を評価する

・ブローカーによるアルゴリズム設定の
微調整
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